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彼
女
ら

の

語
学
能
力
と

宗
教
的
・

文
化
的
知
識
の

欠
落
の

問
題
に
よ

り、

信
徒
側
・

教
団
側
共
に

新
た
な
ス

ト
ラ

テ

ジ

ー

を
模
索
す
る

可
能
性
も
あ

る
。

し

か
も
リ
ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

以
降
の

不
況
の

長
期
化
と

そ

れ
に

付
随

す
る

ブ

ラ
ジ

ル

人
学
校
の

苫
境
と
公
立
学

校
へ

の

転
入
が
進
み
、

子
ど

も

の

バ

イ

リ
ン

ガ

ル

化
・

日
本
語
モ

ノ

リ

ン

ガ

ル

化
が

急
速
に

進
展
す
る
可

能
性
も

あ
る
。

ペ

ン

テ

派
の

場
合

、

事
例
の

よ
う
に

信
徒
側
に

「

同
じ
キ

リ

ス

ト

教
だ
か

ら
」

と

し
て

日
本
の

福
音

派
教
会
へ

の

参
入
も

考
え
ら
れ

る

し、

日
本
に

教
団
が
存
在
し
な
い

心
霊
主
義
教
団
な

ら
ば
、

R
本
詒
を

取
り
入

れ
る

動
き
が
進
展
し
て

い

く
の

も
理
解
可
能
で

あ
る

。

い

ず
れ
に

せ

よ
、

こ

れ

か
ら
も
対
象
へ

の

実
態
調
査
と

先
行
研
究
に

照
ら

し
た

分
析

視
角
の

彫
琢
を

間
断
な
く
行
う
必
要
が
あ
る

だ
ろ

う
。

中
華
系
キ

リ

ス

ト

教
会
の

東
ア

ジ

ア

展
開

藤

　
野

　
陽

　
平

　

　
　

　
日
本
の

華
僑
・

華
人
キ

リ
ス

ト
教
は

中

華
ア

イ

デ

ン

テ

ィ

テ

ィ

を

強
く

　

　
　
持
つ

北
京
語
系
の

教
会
と
、

中
国
か
ら

の

台
湾
独
立

を

目
指
す
台
湾
語
教

　

　
　
会
に

分
類
で

き
る

。

両
者
は
政

治
性
と

エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

を
連
動
さ
せ

て、

　

　
　
サ

ブ
・

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

ー

チ
化
し
て

い

る
が
、

こ

う
し
た

政
治
的
エ

　

　
　
ス
ニ

シ

テ
ィ

と
は

別
の

動
き
を

す
る

教
派
が
存
在
す
る

。

こ

う
し
た

教
派

　

　
　
は

中
華
圏
で

設
立
・

発
展
し
た

教
派
が

多
く、

独
立

教
会
と

位
置
づ

け
ら

　

　
　
れ

る
。

本
発
表
で

は

東
ア

ジ

ア

に

お
け
る
独
立
教
会
の

代
表
的
存
在
で

あ

ゆ

　

る

真
イ

エ

ス

教
会
の

東
ア

ジ

ア

で

の

展
開
を
と
り
あ
げ、

現
代
日
本
に
お

漸
　
　
け
る

移
民
と

宗
教
の

特
徴
を
考

察
し
た

い
、

　
真
イ

エ

ス

教
会
は

ペ

ン

テ

コ

ス

テ

運
動
の

影
響
を

受

け
た
北

京
発
祥

（
一

九
一

〇
）

の

教
会
だ
が

、

凵
本
統
治

期
の

台
湾
に

伝
わ

り
（
一

九
二

六
）

、

さ
ら
に

在
台
の

日

本
人
へ

宣
教
し
た
（
一

九一
．

七）
。

そ

う
し

た

日

本
人
信
者
が

大
阪
に

持
ち
帰
っ

た

2
九
四
一
）

と
こ

ろ
、

朝
鮮
半
島
出

身
者
に

伝
わ
る

（

一

九
四
一
）
。

彼
は
戦

争
末
期
に

朝
鮮
半
島
に

戻
り、

独
自
に

宣
教
（

一

九
四

五
）

、

当
初、

韓
国

語
も
不

得
意
か

つ

台
湾
の

総

会
の

援
助
も
な

く
困
難
を

伴
っ

た

が、

一

定
数
の

布
教
に

成
功
し
た

（

一

九
四

八）
。

そ
の

後
台
湾
総

会
と

韓
国
総

会
の

連
携
が

始
め

ら
れ
る

こ

と

と

な
る

（
一

九

六
四
）

。

現
在
で

は

韓
国
の

総
会
は
、

地

下
教
会
と

さ
れ

巾
国
の

国
内
法
で

は

違
法
で

あ
る

中
国
大
陸
の

真
イ

エ

ス

教
会
（

地
下
教

会
）

と

台
湾
の

総
会
よ

り
も
積
極
的
に

交
流
し
て

い

る
。

目
本
で

は

戦
後

台
湾
か

ら

の

日
本
人
信
者
の

引
き
上

げ
と

と

も
に
、

各
地
で

活
動
を
は
じ

め

る
。

後
に

大
阪
教
会
は

閉
鎖
的
な
教
義
に

反
発
し
、

教
団
を

離
脱

。

そ

れ

以
外
の

日
本
の

教
会
は

中
国
人
・

台
湾
人
の

教
会
化
す
る

か
、

日
本
人

に

よ

る

教
会
は

活
動
停
止
状
態
と

な
っ

て

い

る
。

　
円
本
に

お
け
る
真
イ
エ

ス

教
会
は

凵
本
人
が
集
う
大
阪
教
会
（
信
徒
約

八

〇

名）
、

前
橋
教
会
（
一

〇

名
）

。

中
国
人
が
集
う
墨
田
教
会
（

二

五
〇

名
）

、

台
湾
人
が

集
う
東
京
教
会
（
一

〇

〇

名）

な
ど
が

活
動

中
で
、

教

会
ご
と

に

エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

を
反
映
し
て

い

る
。

韓
国
の

教
会
は

教
会
数
三

二
、

信
者
数
二

六

＝
二

で
、

台
湾
以
外
の

各
国
に

お

け
る

真
イ

エ

ス

教
会

で

は

最
大
の

も
の

で

あ
る
が、

キ

リ
ス

ト
教
が
盛
ん

な
韓
国
で

は
広
く
知

ら

れ

た

存
在
と

は
い

え
な
い

。

こ

う
し
た
韓
国
の

真
イ
エ

ス

教
会
で

あ
る

が
、

台
湾
総

会
と

の

関

係
を
み

る

と
、

韓
国
に

も

神
学
校
が

あ
る

の

だ

が
、

牧
師
に
該
当
す
る

牧
者
の

多
く
は

台
湾
の

神
学
院
に
数
年
間
の

留

学

を

経
験
し
、

中
国
語
を
扱

う
。

ま
た、

台
湾
総
会
も
表
立
っ

て

接
触
を

取
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っ

て

い

な
い

中
国
の

真
イ
エ

ス

教
会
と

も、

積
極
的
に

交
流
を

続
け
て

い

る
。

こ

う
し
た

態
度
に

は
、

当
教
派
の

強
い

中
華
圏
へ

の

志

向
性
が
見
て

取
れ
る

。

日

本
の

教
会
に

対
し
て

は
、

出
自
に

大
阪
教
会
が

位
置
付
け
ら

れ
、

実

際
に

し

ば
ら

く
協

働
関
係
を

維
持
し
て

い

た
だ

け
に

そ
の

教
団
離

脱
に

困

惑
し
て

い

る
。

　
こ

の

様
に

東
ア

ジ

ア

の

真
イ
エ

ス

教
会
は、

凵
本
に

よ
る

植
民
地
経
営

の

枠
組
み

の

中
で
、

東
ア

ジ
ア

的
展
開
を
見
せ
た

。

中

華
に

対
す
る

志
向

性
を
考

慮
す
れ

ば
、

韓
国

教
会
の

よ

う
に

華
僑
・

華
人
の

存

在
の

有
無
に

か
か
わ
ら

ず、

中
華
系
教

会
と

い

う
カ

テ
ゴ

リ

ー

が
可
能
で

あ
ろ

う
。

以

上
の

よ

う
に

中
華
系
独
立

教
会
は

、

北

京
詒
教
会
や

台
湾
語
教
会
の

よ
う

な

政
治

性
と

連
動
し

た
エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

と
は

異
な
る

形

式
で
、

東
ア

ジ
ア

展

開
を

行
っ

た
。

こ

う
し
た

動
き
か
ら
は

各
個
別
教
会
と
し
て

は

エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

を
抱
え
つ

つ

も
、

教
派
と

し
て

は

共
同
す
る

本
教
派
は

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

ー

チ

に

位
置
付
け
る

こ

と

は

難
し

い
。

で

は、

ト
ラ

ン

ス
・

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

ー

チ

か
と
い

え
ば
、

各
教
会
が
エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

ご

と
に

分
か
れ
て

い

る

た
め

に
、

こ

れ

に

も
位

置
付
け
に

く
い

。

本
教
派
は

東
ア

ジ
ア

圏
内
で
、

各
地

の

エ

ス
ニ

シ

テ

ィ

を

維
持
し
つ

つ
、

日

本
の

植
民
地

経

営
の

中
で

展
開
し

、

中

華
系
キ
リ
ス

ト
教
会
と
い

う

枠
組
み

の

中
で
エ

ス

ニ

シ

テ

ィ

を
超
え
て

協
働
し

て

い

る
。

こ

う
し
た
有

様
は

ト
ラ

ン

ス
・

エ

ス

ニ

ッ

ク
・

チ

ャ

イ
ニ

ー

ズ
・

チ
ャ

ー
チ

と
位
置
付

け
る
べ

き
状
態
と

な
っ

て

い

る
。

現
代
の

移

動
と

宗
教
の

問
題
を
考
え
る
上
で
、

国
内
の

事

情
だ
け
を

対
象
と
し

、

よ

り
広
い

動
き
を
視
野
に

入
れ
な
い

の

で

は

総
合

的
な
理

解
は
お

ぼ

つ

か
な
い

。

地
域
的
な
ミ

ク

ロ

な
動
き
と

動
的
な
マ

ク

ロ

な
動
き
の

両
方
を

視
野
に

入
れ
つ

つ

、

ダ

イ
ナ
ミ

ッ

ク

な
接
近
が
必
要

で

あ
ろ

う
。

カ

ト

リ
ッ

ク

教
会
に
よ

る

滞
日

外
国

人
へ

の

支
援

白

波

瀬

　
達
　
也

　
本
報
告
は

、

カ

ト
リ

ッ

ク

浜

松
教
会
の

諸
実
践
を

取
り
上
げ

、

滞
日

外

国
人
の

生
活
支
援
と
宗
教
組
織
と

の

結
び
つ

き
を

把
握

す
る

こ

と
を
凵

的

に

し
て

い

る
。

　
一

九
九
〇
年
の

入
管
法
改
正
に

伴
い
、

浜

松
市
に

は

日
系
ブ
ラ

ジ
ル

人

を

中
心
と

し
た
南

米
系
外
国
人
が

急
増
し
た

。

彼
ら
の

多
く
は

製
造

業
の

下

請
け
工

場
に

不
安

定
な
就
労
形
態
で

就
業
し
て

い

っ

た
が

、

二

〇

〇
八

年

秋
に

生
起
し
た
リ
ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク
以
降、

失

業
者
が

続
出
し
た

。

当

時
、

失
業
を
経
験
し
た
外
国
人
に

対
す
る
公
的
な
セ

ー

フ

テ

ィ

ネ
ッ

ト
は

十

分
で

は

な
く、

彼
ら
は

窮
迫
し

た
経
済
状
態
に

陥
っ

た
。

ま
た

、

ブ
ラ

ジ

ル

人

学
校
に

通
っ

て

い

た

多
く
の

子
弟
が
経
済

難
を
理
由
に

不
就

学
状

態
に

陥
っ

た
。

　
こ

れ
ら
の

状
況
を
受
け、

カ

ト

リ
ッ

ク
浜
松
教

会
は

、

リ

ー

マ

ン

シ
ョ

ッ

ク

直
後
の

二

〇
〇
八
年
十
一

月
か
ら

二

〇
一

〇

年
の

十
二

月
ま
で
、

滞

日

外
国
人、

と

り
わ
け
ブ

ラ

ジ

ル

人
に

対
し
て

、

公
的
な
制
度
の

穴
を
埋

め

る

よ

う
な
諸
支
援
を
お

こ

な
っ

て

き
た

。

具
体
的
に

は、

当
座
の

生
活

を

維
持
す
る
た

め
の

「

食
糧
支
援
」

、

生

活
保
護

申
請
な
ど
の

手
続
き
相

談
・

同
行
を
お

こ

な

う
「

生

活
自
立

支
援
」

、

不
就

学
状
態
と

な
っ

た
ブ

ラ

ジ

ル

人
子
弟
に

対
す
る

「

就
学
支
援
」

を

実
施
し
た

。

な
か
で

も
「

食

糧
支
援
」

は
五

〇
〇
世
帯
以
上

が

利
用
し
た

か
な
り
大

規
模
な
も
の

で

あ

り、

「

就
学
支

援
」

も
一

時

期
に

お

い

て、

浜
松
学

院
大
学
と
の

連
携
の

も
と

文
科
省
の

委
託
事
業
を

受
け
皿

に

な
る

な
ど
、

浜

松
市
の

就
学
支
援
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